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第二二回東日本婦人部委員会が、二一年一月十八日東京新橋交通ビルにて開催されました。北は盛岡から南は長野・東京からと多くの婦人部員の参加がありました。
　東日本本部より伊藤委員長が、青年部より木村青年部長が本部婦人部より加藤婦人部長が挨拶しました。
　今回は、昨年国労加入した婦人部員の田中さんも出席し、元気の良い二十代を迎えた明るい委員会になりました。

❤　佐々木婦人部長挨拶
二〇〇八年は、盛岡のＹさんがエルダー社員になり国労に残った。長野ではＴさんが平成採用で初めての女性が国労加入を果たしたなどめまぐるしい一年だった。今後も組織拡大は最重要課題である。

ＪＲの中では派遣社員や契約社員など短期雇用の社員が駅の中に配置され、正社員と同じ仕事をして働いている。どうやって組織を拡大していくかが今後の課題だ。

Ｆプログラムは五年目になり、地方によっては取り組まれているところもあるが、中央ではない。若い人が結婚して赤ちゃんを産み、健康で働き続けることができるようにＦプログラムを活用していかなければならない。

❤　木村青年部長挨拶
　組織拡大は青年部にとっても最重要課題だ。一月三一日には、東日本青年部委員会を開催する。その中で平成採用の一期生が一〇名卒業する。国労に入った生の声を、動機を広げていくことが組織拡大に繋がるのではないか。田端機関区でＡさんが加入した。婦人部でＴさんが加入したなどの声を聞けば、我々も元気が出てくる。
国鉄問題に対しては早期解決を目指して、ともに頑張ろう。
❤　加藤婦人部長挨拶
国労差別問題は情勢が厳しい中、国労闘争団の十名の女性組合員も頑張っている。ほとんどが六〇歳を越えていたり体調を崩していたり大変な状況だ。これからも婦人部として支援していく。

婦人部の組織拡大も大変な状況で、入社してきたその時点で手をつけられていたりしている。その中、長野で一名の拡大があったことは私たちにとっておおいに励みである。

派遣社員、グリーンスタッフなど雇用形態も多様化してきている。

職場によって男性は正社員だが女性は非正規社員と、対応が露骨になっているところもある。
❤地方の状況♣
東京病院①　エルダー希望者が病院で働き続けられるように看護部長に努力してもらいたいと話したところ、「もっと勉強なさい。」といわれ、短時間で話し合いは終わってしまった。四月から二次救急が始まる。仕事のわかる経験の豊富なベテラン社員がエルダーで残ることは病院にとっても意義のあることだ。国労組合員も二名が対象で希望している。組織のためにも残ってもらいたい。
盛岡①　Ｙさんのときも「エルダーの仕事はありません。」から始まっている。めげずに粘り強く、希望を言い続けることが大事だ。場所によってはその人のために寮に健康相談室という部署をつくり、エルダー社員を配置したところもある。
青森のインフォメーションに二人組合員が居るが、年とともに体調が厳しいといっている。改札にたまに入るが「気分転換になり良い」といってる。
盛岡の健診センターに二人居るが、一人は体調不良で休んだりしているが、なんとか頑張っている。今は、健康診断で泊まりもやっている。
東京病院②　エルダーの件については、東日本に団体交渉を頼んでいる。病院の医師を通じて情報を集めたりしている。組合（東労組）との協約がネックになっている。
四月から二次救急が始まるが、相当ハードになると予想される。採用枠はいくらでももらえる。正社員で募集すればいくらでも応募があるが、やめる人も多い。長く続かないので我々も気を使うし、今までやってきた人を使うほうがずっといいに決まっている。
仙台①　仙台は、五五歳でほとんどの看護師はやめている。今年六〇歳の人が残ってはどう？と聞かれたが、やめると言っていた。

検査技師は、国労は二名だ。盛岡・青森の健診には応援に行く。男性は旅行気分もあって楽しそうに行くが、女性にとっては四泊五日家を空けるのはきつい。
祖母が亡くなって忌引きを取った。三日目には仕事の都合がつかなくなって、忌引きは必ずしもとらなくっていいと言われた。全員にあたれば誰かが代わってくれたのではと思う。
新宿①　正月に人身事故があった。私の職場も対応にあたらなくてはならないが、助役に確認したらやらなくても良いといわれた。
遺失物の仕事なので、その件で盛岡に電話したらＹさんが出て、元気な声を聞いたら自分も励まされて元気が出た。
新宿②　マルスに入って一年になる。九徹十徹の勤務は、最初は気が張っていたから何とかやってきたが、最近はきつい。気力が無くなって、若い人たちと話ができない。顔を見ると話をしたそうにしているが、こっちは早く帰りたい気持ちだ。
契約社員の気持ちは、私たちが分割民営のときに味わった気持ちと同じだ。労働法制の改悪が元凶だ．

育児休業を二年とって職場に戻るのは大変だ。乳飲み子をかかえても職場から離れない働き方が大切だ。働き続けられるよう支援する体制が必要だ。
エルダー制度もいった先でやめている実態がある。働き続けられなければ紹介したことにならない。研修を十分にやるとか、仕事に着いてからのフォローが必要だ。
仙台②　ポケット版就業規則で月一回学習会をやっている。常任委員会の最初の三〇分を当てている。なかなか全員が集まるのは大変だが、続けている。
　
[image: image5.bmp]東京病院③　一月の旗開きに二四歳の若い人を誘った。はい行きますと来てくれた．「皆さん国労にどうしているんですか？」と聞かれ、みんなでわいわい話して楽しかった。妊娠したら夜勤免除ということもできるとか、正式に手順を踏んでいないといびられたとか、いろいろ情報を交換した。
東京病院④　下の子が中学二年になるまで外来に居た。その後血液内科・混合病棟にいる。
渋谷日赤とか名古屋で勤めていた方は電子カルテとか業務の流れの理解が早い。昨年まるっきりはじめての人が入ってきた。ＯＬをやっていて途中から看護師を目指してきた人で、看護技術がまるっきり最初からで、誰かがついていなくてはならない。優先順位がつけられない。自分が何をすればよいかわからない。重症患者は次々と入ってくる、師長の考えに振り回される。毎日が大変な状況だ。
盛岡②　六〇の手習いで眼鏡をかけて、パソコンをいじっている。
エルダーを希望したときは、最初からありません、仕事はありません、ばかりだった。六〇歳満了のぎりぎりになってようやくインフォメーションの仕事を得た。エルダーは必ず働ける制度だ。当局を動かすのが大変だ。
長野　今日出席して、皆さんが就業規則の勉強をしていると聞き驚いた。助役に規則ではこうなっていると指摘されたりしている。私も勉強しなくてはと思った。
職場には四名の女性社員が居る。私も若い人と話しをするのが苦手だ。後輩に話をするきっかけを作っていかなければと思う。
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☆　今後の予定　☆


二月六日　


第二回婦人部常任委員会


二月七日


　東日本拡大委員会


三月十八日　


第三回婦人部常任委員会


三月十九日


　国労青年婦人家族中央行動








一円カンパ！ご協力有難うございました。


おかげさまで


４，７２０円


の収益がありました！


このお金は、前回のと合わせて闘う女性闘争団の皆さんへの激励に使いたいと思います。


2009.1.18
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